
平成 17 度  教養セミナーⅠⅡ    現代中国事情         担当教員 朱 新建 

 

中国卓球について 
経営学部１年 村田 恭兵 

 

１． 中国スーパーリーグについて 

中国の国技である卓球の最高峰中国のスーパーリーグとは、省の対抗戦から発展したプ

ロリーグで「超級」と表記される。スーパーリーグは現地では日本のプロ野球程の人気と

知名度があり世界トップレベルの水準で、オリンピックや世界選手権でメダルを争う中国

選手が各チームの主力。トップ選手の契約金は 100 万元(約 1300 万円)以上といわれる。

今季は男女各 12 チームが 2回戦総当たりで争う。1チーム 5人編成で、シングル４、ダブ

ルス１の計 5試合中 3試合に勝った方が勝つ。そして外国人選手も入団することもできて

今年は、日本からも福原愛選手の参加が決まり日本でも注目されています。それがきっか

けで中国スーパーリーグの日本開催が決定しました。これは中国にとっても初めての試み

であり、日本の卓球ファンだけでなく、多くの方々が世界最高レベルの試合を観戦できる

大会です。そして最近あまりよくない中国との関係を卓球というスポーツを通じて、地元

住民との触れ合いで、日本と中国の友好な関係を築くことができた大会でした。そして福

原愛選手のがんばりは反日感情の強い中国でも好意的に受け止められているようだ。それ

がわかるのは、中国のテレビ番組に出演した時のことです。中国の人気司会者・王志が中

国スーパーリーグで活躍する福原愛をインタビュー。愛ちゃんと卓球との出会いとその後

の猛烈な努力、さらに１１歳でプロ入りするまでの、日本での活躍を紹介したり好意的に

報じた。そして出演中泣いてしまった時も番組終了後たくさんの人から「かわいそう」な

ど励ましのメールや電話があったと聞いてすごいと感じました。そのときまさに日中友好

の架け橋となって日中両国民に愛される人気選手「福原愛（Ｆｕｋｕh a r a Ａｉ）」に

なるだろうと確信しました。 

 

２． 中国卓球界の現状 

    中国には今、スーパーリーグがあり、それにスポンサーがついて、選手を引き抜き合い

するほどです。中国の組織は、日本とは社会体制も違いますが、やはり、小さい時から素

質のある選手を見つけて、どんどん上に吸い上げていくというやり方です。当然、素質の

ある選手には報酬が与えられ、スタッフもいい指導者になれば、高い報酬をもらえます。

あるいは、個人的に指導者を指名して練習をみてもらうこともあるようです。中国には過

去に 86 人の世界チャンピオンがいるそうです。ところが、調べてみるとすべて卓球をはじ

めてから 10 年以上は経っているそうです。これは、非常にロスが多いということで、今、

６～７年で世界チャンピオンを作ろうという計画に入っているそうです。では、そのため

には、何をどのようにしたらいいのかを考えて取り組んでいるところです。当然、技の問

題、新しい技の研究、練習方法といったものを改善していかなければいけないわけです。

やはり、中国は必ず理論的な背景があってやっています。フィーリング、感覚的なものも

大事ですが、理論で説得させるものがないと受け入れられない。そこが日本とは違う点で

す。そのかわり、指導者たちが理論的な背景を確立するためにものすごくディスカッショ

ンするわけです。あるいは、仮説を立てて研究するのです。例えば、卓球はどういう競技

かといったら、ほかの競技と比較して非常にわかりやすく理論づけています。卓球は、点

がとりやりやすいが、守りが難しい。先手をとれば点をとる確率が高いということです。

そういわれれば確かにそうです。でも、サッカーは、点差がつかず点がとりにくい競技。

得点は難しいが守りはやりやすいという競技性があります。また、卓球はどんなにすばら

しいプレーをしても１点で、凡ミスしても同じように１点です。バスケットのように３点

とれるプレーはないわけです。また、11 本マッチになってから卓球の考え方がだいぶ変わ

ってきています。まず、練習では、より試合に近い練習が多くなっている。つまり、試合

ではまず短いサービスが多い。それに対してレシーブはストップ、あるいはフリックが多

い。相手も先手を取らさないように考えているわけですから、サービスを持っていても全



部先手をとることができない。そこには先手争いがあるわけです。先ほど話したように攻

撃した方が点をとりやすいという部分です。しかし先手をとられたら全部がダメではいけ

ませんからディフェンスの技術もあわせて、台からは離れずに前陣でのブロック、カウン

ターが必要です。プロツアーを見ても中国の女子選手はほとんどコート近くでプレーして

います。この先手をとるということを非常に重要視しています。 

 

３．北京オリンピック 

 ２００８年には、中国でオリンピックが開催されます。卓球についてだけみてみれば中国はた

くさんのメダルを獲得することは間違いないと思われる。ただ、今、中国のスーパーリーグに参

加している福原愛選手には活躍を期待したい。オリンピックまでにスーパーリーグでしっかり揉

まれてくると信じています。 
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